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研究成果の概要（和文）：本研究では、地域社会の具体的な現場に立脚しながら、それぞれのフィールドへの合
同調査を行い、「軍事化」の力学の検証を進めた。一見すると非軍事的な領域、すなわち日常的な生活行為や消
費行動、メディア、文化、ジェンダー規範などが軍事的基準によって強く規定されており（シンシア・エンロ
ー）、軍事と非軍事を所与の前提としてきた従来の研究に対して、本研究では地域社会の日常世界に浸透するさ
まざまな関係性のすそ野の広がりを「軍事化」と捉え、地域社会の分析を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, we proceeded to examine the dynamics of "militarization" by 
conducting joint research into local community, while grounding ourselves in the specific sites of 
the local communities. In contrast to previous research, which has made the military and 
non-military a given premise, this research considered the spread of "militarization" as a 
broadening of the permeation of the everyday life into the non-military sphere. In contrast to 
previous research, which has made given assumptions about military and non-military factors, this 
study analyzed local communities based on the concept of "militarization".

研究分野： 歴史社会学

キーワード： 地域社会　軍事化　軍事演習場　自衛隊　反基地運動　米軍

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
イラク日報問題など「戦闘地域でない」場所に派兵された自衛隊が直面した戦闘状況に関する情報操作と既成事
実化が大きく問題化される一方で、阪神淡路大震災や東日本大震災における災害救助支援の報道、自衛隊のサブ
カルチャー化、火力演習のイベント化など、マスメディアにおいて自衛隊が「軍事的な存在」と認識されにくい
状況がつくり続けられている。こうした自衛隊の存在をポストモダンミリタリー的な「新しい軍隊」の先駆とす
る指摘もあるが、本研究では地域社会の歴史的、社会的な側面から自衛隊、および米軍の日本社会に特有の軍事
化の力学を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）本研究の初発の問題意識は、ベトナム戦争以降の日本社会において米軍基地と自衛隊基地
の問題領域が切り分けられていくプロセスを明らかにすることにあった。ベトナム戦争の時代
には米軍・自衛隊基地への反対運動が成立したが、その後に沖縄・岩国・横須賀など米軍基地が
基地問題の中心を形成する一方で、自衛隊は地域社会と密接な関係を取り結んでいく。イラク日
報問題など「戦闘地域でない」場所に派兵された自衛隊が直面した戦闘状況に関する情報操作と
既成事実化が大きく問題化される一方で、阪神淡路大震災や東日本大震災における災害救助支
援の報道、自衛隊のサブカルチャー化、火力演習のイベント化など、マスメディアにおいて自衛
隊が「軍事的な存在」と認識されにくい状況がつくり続けられていた。 
こうした状況に対して、社会学では旧軍との断絶と自衛隊員のアイデンティティの不安定さ

が指摘され①、ジェンダー研究においても自衛隊員の自己の存在にまつわる不安定さとそれを
埋めるための男性性について指摘され②、自衛隊研究の一定の蓄積がなされていた。 
 
（２）日米両軍の共同運用をめざした「日米一体化」が各地で進んでおり、またオスプレイなど
の新兵器の導入・運用にともない、自衛隊と米軍による共同訓練や部隊の統合的な運用とともに、
鹿児島県馬毛島、沖縄本島、宮古島、石垣島、与那国島など奄美から琉球弧にかけての自衛隊基
地の建設やミサイル部隊・沿岸警備隊の配備、いわゆる自衛隊の「南西シフト」が急激に進んで
いる。2022 年 12 月の安保関連 3文書の閣議決定による敵基地攻撃能力の保有など、戦後日本の
安全保障政策の転換へと流れ込む状況があった。 
 
２．研究の目的 
（１）米軍の顕在的な軍事的「暴力」に対して、自衛隊が「非軍事的」な存在、あるいは非暴力
の領域へと潜在化される状況があるなかで、日米一体化の名のもとに自衛隊の急速な軍備拡大
の流れがあり、戦後日本における自衛隊をめぐる「軍事化」の歴史的な経緯を解明する必要があ
った。そのため本研究では、両者の関係を過去にさかのぼってその役割分担や表裏一体の関係、
つまり先述した軍事／非軍事、暴力／非暴力、顕在的／潜在的における境界線自体を問題化し、
歴史的・社会的に解明するすることを第一の目的とした。 
 
（２）自衛隊の研究蓄積のうえで、自衛隊特有の「軍事化」の力学を分析するため、エンローの
「軍事化」概念の次の展開をどのように構想するかが大きな課題であった③。シンシア・エンロ
ーは一見すると非軍事的な領域——すなわち日常的な生活行為や消費行動、メディア、文化、ジェ
ンダー規範など——が軍事的基準によって強く規定されており、そのような軍事化されたすそ野
の広がり抜きには軍事基地や軍隊が成立せず、正当化されないことを強調している。軍事と非軍
事を所与の前提としてきた従来の研究に対して、日常世界に浸透するすそ野の広がりを「軍事化」
と捉えるとともに、反軍事化や再軍事化といった一方向的ではないプロセスとして議論し研究
領域を大きく拡大した。本研究では、こうした「軍事化」の力学を地域社会に根をはった裾野の
広がり自体を具体的現場において検証することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）本研究では、地域社会の裾野の広がりから「軍事化」の力学を検証するため、それぞれの
フィールドでの資料調査やインタビューなどを行い、地域社会の具体的な現場から研究を行っ
た。番匠健一が北海道矢臼別演習場、中島弘二が大分県日出生台演習場、大野光明が京都府宇川
Xバンドレーダー基地、松田ヒロ子が東京都立川飛行場、兼清順子が資料アーカイビング、そし
て研究協力者として津田壮章が隊友会を対象に研究を行った。 
 
４．研究成果 
（１）自衛隊が旧軍・米軍との関係を歴史的資源としてどのように位置づけ語るかは地域に
よって様々であり、虚偽や暴力や懐柔や忖度が行われる交渉の場で、自衛隊と米軍が表裏一
体の繋がりをもちながら地域社会との関係性をどのように取り結ぶのかが重要である。「軍
事化」と地域社会のテーマにおいて、米軍基地・自衛隊基地が地域社会においてもつ役割と
地域社会の政治・経済・文化的な再生産活動が重なる領域こそが本研究の焦点となった。米
軍による英会話教室やボランティア活動、バーベキューパーティーや子供たちとの交流事
業、自衛隊の駐屯地祭や自衛隊グッズ販売、音楽祭や婚活パーティなど地域活動への浸透、
除雪・道路工事・援農など地域産業に欠かせない労働の代替、暗黙の同意調達に向けた民生
活動、そして祭事など地域の再生産活動への食い込みなど、軍隊による消費・住民税・基地
交付金による社会基盤の整備など従来「基地政治」の中心として捉えられてきた問題にとど
まらない、幅広い地域社会と軍隊の関係性の積み重ねこそが「軍事化」のプロセスとしてと
らえ返すことにより、戦後日本の米軍と自衛隊の表裏関係や役割分担について地域社会の
現場から明らかにした。 



 
 
①サビーネ・フリューシュトゥック 2008『不安な兵士たち――ニッポン自衛隊研究』原書房 
②佐藤文香 2004『軍事組織とジェンダー』慶応義塾大学出版会 
③シンシア・エンロー（上野千鶴子・佐藤文香訳）『策略―女性を軍事化する国際政治』岩
波書店、2006 年 
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